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自然はわれらを　われらは自然を

絶えまない人と自然
の連携を象徴するメ
ビウスの連環。これ
が息の長い活動が期
待される自然保護の
シンボルマークに表
現されています。　

発　行　人

編　　　集

監　　　修

〒602-0881　京都市上京区
京都御苑３番地　
　075-211-6364
一般財団法人　国民公園協会
京 都 御 苑　　加藤博之

白川書院

環境省京都御苑管理事務所
本紙は再生紙を 
使用しています。

シロテンコバネナミシャク

近衛邸跡の糸桜

黒木の梅とルリタテハ

枝を運ぶアオサギ

京都御苑歴史研究会発足式の様子

チ
ョ
ウ
の
別
名
の
あ
る
ア

オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
も
飛
ぶ
だ

ろ
う
。

春
に
し
か
現
れ
な
い
小

さ
な
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
は
実

に
可
憐
な
チ
ョ
ウ
で
、
見

つ
け
る
と
、「
春
だ
！
」
と
、

嬉
し
く
な
る
。
ツ
マ
は
端

で
、
雄
の
前
翅
の
先
端
に

橙
色
紋
が
あ
る
。
小
さ
く

す
ば
し
こ
い
コ
ツ
バ
メ

は
小
燕
で
、
見
つ
け
に
く

い
。
翅
表
は
明
る
い
青
色

で
、
光
を
受
け
、
消
え
る
。

や
は
り
、
コ
ツ
バ
メ
も
光

の
魔
術
師
だ
っ
た
の
だ
。

四
月
初
め
、
御
苑
東
の

森
を
歩
く
。
翅
に
ハ
ー
ト

模
様
の
シ
ロ
テ
ン
コ
バ
ネ

ナ
ミ
シ
ャ
ク
が
松
の
根
元

に
静
か
に
翅
を
休
め
る
。

ア
オ
サ
ギ
も
営
巣
の
た
め

か
枝
を
運
ぶ
の
に
出
逢
う
。

御
苑
の
古
い
チ
ョ
ウ
の

目
録
に
は
ツ
マ
グ
ロ
キ

チ
ョ
ウ
の
名
が
あ
る
。
そ

の
チ
ョ
ウ
を
最
近
で
は

ま
っ
た
く
見
る
こ
と
が
な

い
。
こ
の
チ
ョ
ウ
の
よ

う
に
「
い
た
は
ず
だ
っ

た
が
？
」、
い
な
く
な
っ

た
例
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
御
苑
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ

ハ
、
ホ
シ
ミ
ス
ジ
、
ス
ミ

飛
ぶ
。
時
に
ア
ゲ
ハ
の
こ

と
を
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
と
呼
ぶ
。

そ
の
呼
称
は
あ
ま
り
使
い

た
く
な
い
、
失
礼
だ
！　

も
う
す
ぐ
、
御
苑
の
各
所

の
ク
ス
の
木
の
周
り
を
雷

す
ば
ら
し
い
。

近
衛
池
の
し
だ
れ
桜
の

緞
帳
は
、
開
演
を
待
つ
か

の
よ
う
に
、
静
か
に
風
で

揺
れ
て
い
る
。
こ
の
「
桜

の
園
」
の
枝
垂
れ
の
足
下

に
咲
く
小
さ
な
タ
ン
ポ
ポ

の
花
群
れ
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
…
そ
う
、

ど
こ
か
に
臘ロ

ウ
バ
イ梅
の
黄
色
が

あ
っ
た
よ
。

昔
は
な
か
っ
た
が
、「
出

水
の
小
川
」
も
御
苑
の
流

れ
と
し
て
爽
や
か
な
風
景

だ
。
大
き
な
ク
ス
の
木
を

背
景
に
八
重
桜
・
御
衣
黄

桜
が
あ
っ
て
、
春
の
終
わ

り
を
彩
る
。
花
の
下
で

人
々
は
、
そ
の
桜
花
の
品

評
会
を
始
め
る
。
春
型
の

可
愛
い
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
も

春
爛
漫
！
日
本
列
島
の

北
方
で
は
、
春
が
一
度
に

や
っ
て
く
る
が
、
御
苑
の

春
も
そ
う
だ
！

御
苑
の
あ
ち
こ
ち
に
、い

ろ
ん
な
春
が
や
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
各
所
で
次
々
に

進
行
を
始
め
、
う
っ
か
り

す
る
と
、
小
さ
な
春
を
見

落
と
し
て
し
て
し
ま
う
。

御
苑
は
生
き
も
の
た
ち
の

「
い
の
ち
の
園
」。「
春
は

あ
け
ぼ
の
」
と
、
言
っ
て

い
る
う
ち
に
も
、
春
の
風

景
は
日
々
・
刻
々
と
変
化

し
て
い
く
。
そ
う
、
御
苑

の
春
は
「
い
の
ち
が
い
っ

ぱ
い
だ
！
」。

御
苑
南
西
部
の
宗
像
神

社
の
北
に
ひ
っ
そ
り
と
咲

く
紅
梅
と
白
梅
も
う
っ
か

り
す
る
と
見
落
と
し
て
し

ま
う
。
紫
・
白
モ
ク
レ
ン

の
み
ご
と
さ
、
梅
林
の
枝

に
は
ア
オ
バ
ト
も
羽
を
休

め
る
。

紫
宸
殿
を
望
拝
す
る
あ

た
り
に
御
苑
銘
木
「
黒
木

の
梅
」
が
花
を
開
く
。
あ

る
日
、
私
は
「
黒
木
の
梅

に
い
っ
ぱ
い
メ
ジ
ロ
が

来
て
い
ま
す
」
と
い
う
情

報
を
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、

メ
ジ
ロ
は
い
な
く
て
ル
リ

タ
テ
ハ
が
繊
細
な
花
弁
の

重
な
り
の
あ
い
だ
を
飛
ぶ
。

ル
リ
タ
テ
ハ
は
瑠
璃
色
の

光
を
放
つ
。
昆
虫
に
は
瑠

璃
色
の
光
を
放
つ
種
が
多

い
。な
ぜ
、
と
考
え
る
。ル

リ
タ
テ
ハ
は
春
の
光
の
な

か
に
似
合
っ
て
い
る
か
ら

ナ
ガ
シ
、
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ
な
ど
も
「
初
め

ま
し
て
」
と
や
っ
て
き
た
。

遊
び
に
来
た
の
か
な
？　

お
か
げ
で
御
苑
の
「
聖
域

度
」
も
高
く
な
る
。

林
内
・
地
表
に
は
キ
ノ

コ
が
並
ぶ
。
お
伽と

ぎ

の
国
の

魔
法
使
い
だ
。
そ
の
ト
ガ

リ
ア
ミ
ガ
サ
ダ
ケ
は
日
々

刻
々
に
姿
を
変
え
る
。
魔

法
使
い
た
ち
は
、
イ
チ
ョ

ウ
、
カ
ツ
ラ
の
付
近
に
ロ

ン
ド
で
踊
る
。

私
は
染
殿
井
の
ヤ
マ
ブ

キ
の
そ
ば
の
テ
ー
ブ
ル
で

御
苑
の
生
き
も
の
た
ち
の

構
造
・
モ
デ
ル
に
つ
い
て

考
え
る
。
粘
菌
学
の
南
方

熊
楠
先
生
の
「
マ
ン
ダ
ラ

構
造
か
な
」、
い
や
、
自

然
学
者
の
今
西
錦
司
先
生

の
「
生
物
全
体
社
会
だ
」

と
、
思
い
巡
ら
す
。
そ
し

て
、　

御
苑
の
春
は
、「
い

の
ち
の
マ
ン
ダ
ラ
の
風
景

の
原
点
」
と
、結
論
づ
け
る
。

そ
し
て
、春
は
進
み
ゆ
く
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

京
都
御
苑
の
北
西
部
に

あ
る
近
衛
邸
跡
は
、
三
月

下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か

け
て
の
桜
の
季
節
に
は
花

を
め
で
る
人
た
ち
で
賑
わ

い
ま
す
。

五
摂
家
の
一
つ
で
あ
っ

た
近
衛
家
は
、
明
治
時
代

の
初
め
ま
で
は
こ
の
地
に

あ
り
、
池
の
西
側
に
大
き

な
お
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

近
衛
邸
跡
に
は
、
江
戸

彼
岸
の
枝
垂
れ
で
あ
る
糸

桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
御
苑
の
桜
の
中
で
は

早
い
時
期
に
開
花
す
る
桜

で
、
つ
ぼ
み
の
頃
は
桃
色

の
濃
い
色
な
の
に
、
そ
れ

が
少
し
ず
つ
開
い
て
い
く

と
、
や
が
て
ピ
ン
ク
色
の

か
わ
い
い
花
が
咲
き
ま
す
。

枝
垂
れ
に
細
か
な
薄
紅
色

の
花
が
咲
き
、
そ
れ
ら
が

そ
よ
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ

れ
る
様
は
、
ま
さ
に
糸
桜

の
美
し
さ
が
最
高
潮
に
達

し
た
ひ
と
と
き
で
す
。

京
都
御
苑
に
は
、
他
に

も
車
返
桜
、
出
水
の
小
川

の
里
桜
、
山
桜
、
閑
院
宮

邸
跡
前
の
大
島
桜
、
学
習

院
跡
の
桜
松
な
ど
三
月
下

旬
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
楽

し
め
る
桜
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。	（
都
草　

会
員
）

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し

い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る

国
民
公
園
京
都
御
苑
は
、

市
民
の
い
こ
い
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
平
安
時
代

か
ら
現
代
へ
つ
づ
く
数
多

く
の
史
跡
が
残
る
〝
歴
史

集
積
空
間
〟
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
観
光

文
化
を
考
え
る
会
・
都
草   

（
以
下
都
草
）
は
、
こ
の
京

都
御
苑
の
歴
史
を
学
ぶ
た

め
に
昨
年
（
平
成
二
十
四

年
）
十
月
に
「
京
都
御
苑

歴
史
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
都
草
会
員

三
百
名
あ
ま
り
の
う
ち
約

六
十
名
が
研
究
会
に
参
加

し
て
毎
月
二
回
程
度
の
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
六
月
頃
か
ら
は
京
都

御
苑
内
の
「
歴
史
散
策
ツ

ア
ー
」
を
実
施
す
る
予
定

で
現
在
、
市
民
や
観
光
客

の
皆
様
へ
お
配
り
す
る
京

都
御
苑
歴
史
散
策
マ
ッ
プ

等
の
作
成
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

悠
久
の
歴
史
と
ロ
マ
ン

を
秘
め
た
京
都
御
苑
の
中

を
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
楽

し
く
巡
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
勉
強
会
は
歴
史

だ
け
で
は
な
く
、
植
生
や

野
鳥
な
ど
の
自
然
に
つ
い

て
も
京
都
御
苑
に
関
わ
る

方
々
か
ら
お
教
え
い
た
だ

き
な
が
ら
、
皆
様
に
豊
か

な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
京

都
御
苑
の
魅
力
を
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
観
光

　

文
化
を
考
え
る
会
・

都
草　

理
事
長
）

「御苑モデル」
の風景を歩く
塚本　珪一

「
京
都
御
苑
歴
史
研
究
会
」に
つ
い
て

坂
本
　
孝
志

近
衛
邸
跡
の
糸
桜（
枝
垂
れ
桜
）

宮
川
　
恭
子
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会　員　募　集

催　事　案　内

京都御所春季一般公開

新緑のトンボ池一般公開
5月24日（金） ～ 26日（日） 9：00～11：30

4月4日（木）～4月8日（月）
入場時間　9：00～15：30

入口：宜秋門（ぎしゅうもん）
出口：清所門（せいしょもん）
清所門の最終退出時間は午後 4時 15 分

照会先：宮内庁京都事務所　TEL：075（211）1211

京都迎賓館参観のご案内

「閑院宮邸跡」見学

■平成25年京都御苑自然教室
　初心者の方を対象とした自然教室の今後の予定は、下
記の通りです。都市の中で貴重な緑をもつ御苑で、春の
自然を観察しましょう。
 春の自然教室 “春の御苑にふれよう”
 4月21日（日）9：30～12：00
主　　催　環境省京都御苑管理事務所 ＴＥＬ075（211）6348
　　　　　一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
  ＴＥＬ075（211）6364
指　　導　京都自然観察学習会の先生方に指導して頂きます。
内　　容　春の御苑にはどんな草花やキノコがあり、ど
　　　　　んな虫や鳥たちが生活しているか観察します。
集合場所　京都御苑　閑院宮邸跡前
　　　　 （京都御苑南西角間ノ町口）
　　　　 （地下鉄「丸太町駅」
　　　　 　　　1番出口から徒歩3分）
受付時間　当日　9：00～9：20
参 加 費　保険料100円
そ の 他　筆記用具をご持参下さい。
　　　　　手持ちのルーペ、双眼鏡、図鑑などの観察用
　　　　　具があると便利です。
＊以降の自然教室予定
 夏の自然教室 “夏の御苑にふれよう”
 平成25年7月21日（日）9：30～12：00頃

一般財団法人 国民公園協会　京都御苑
年会費　●普通会員　　　　　　　　　1，000円以上
　　　　●賛助会員（会社・団体）　　10，000円以上

会 員 へ の 特 典
1．本会発行物をそのつど送付します。
　（御苑ニュースは会費収入で発行されています。）
2．葵祭、時代祭の招待券を進呈します。
　（ただし、普通会員は会費4，000円以上の方に限ります。）
■申し込み、問い合わせ先
　　一般財団法人 国民公園協会　京都御苑
　　　　　　　　　　　住所　京都市上京区京都御苑3
　　　　　　　　　　　　〒602-0881  ＴＥＬ075（211）6364

収納展示室　午前９時～午後４時　入場無料
休館日／月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館）、年末年始

京都御苑南西角の創建以来の場所に建つ、「閑院宮邸
跡」。収納展示室では、京都御苑の歴史や自然の資料
が展示されています。苑内散策の折に是非お立ち寄り
下さい。

京都迎賓館では、例年8月頃に参観を行っています。
京都迎賓館は、海外からの賓客を心をこめてお迎えし、
日本の歴史、伝統、文化への理解を深めていただくこと
を目的とする国の迎賓施設です。
迎賓施設としての意義や、伝統的技能がいかされた京
都迎賓館の価値を多く
の方々に知っていただく
ため、公募により、1日
当たり1,300名、10日間
で計13,000名の方の参
観を予定しています。
申込方法等の詳細は5月中旬以降に京都迎賓館ホーム
ページをご確認ください。

■内閣府京都迎賓館ホームページ
　http://www8.cao.go.jp/geihinkan/
　　　　　　　　　　 sankan/kyoto_sankan.htm

（「京都迎賓館」で検索してください。）
※国賓等の接遇などにより、参観期間や募集期間を変更する場
合があります。

和　　名 開　花　期

2月中旬～3月中旬
3月中旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
4月中旬～4月下旬

主に見られる場所

梅　　　　　林
桃　　　　　林
近衞邸跡周辺
苑　内　全　域
出水の小川付近

ウ メ
モ モ
イトザクラ
ヤマザクラ
サトザクラ

地
下
鉄
烏
丸
線

烏
丸
通

交番
1番出口

閑院宮邸跡

丸太町通
丸
太
町

間ノ町口

N

　

 

セ
ミ
タ
ケ
を
継
続
観
察
し

た
と
こ
ろ
、
冬
の
間
は
変

化
無
く
、
早
春
の
気
温
上

昇
を
待
っ
て
成
長
を
再

開
、
無
事
胞
子
放
出
ま
で

の
役
目
を
終
え
て
横
た

わ
っ
た
の
を
確
認
し
た
の

は
一
九
九
四
年
六
月
二
十

日
で
し
た
。
観
察
記
録
は

年
末
年
始
を
挟
ん
で
秋
か

ら
冬
、
春
か
ら
初
夏
に
至

る
七
ヵ
月
と
六
日
間
に
な

り
、
な
ん
と
二
百
二
十
日

以
上
も
の
長
い
月
日
を
生

き
続
け
て
い
た
事
に
な
り

ま
す
！　

貴
重
な
記
録
に

な
り
ま
し
た
。

菌
類
で
あ
る「
き
の
こ
」

は
目
立
た
な
い
存
在
で
す

が
、縁
の
下
の
力
持
ち
的
な

役
割
を
持
つ
自
然
界
で
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
大
事

な
生
き
物
で
す
。
生
物
界

で
の
動
物
は
消
費
者
、
植

物
は
生
産
者
、
菌
物
（
類
）

は
還
元
者
（
生
物
の
三
界

説
）
と
呼
ば
れ
、
健
全
な

自
然
に
と
っ
て
は
三
界
の

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

国
民
公
園
京
都
御
苑
は

全
て
の
生
き
物
は
採
取
禁

止
で
す
。「
と
っ
て
良
い

の
は
写
真
だ
け
、
残
し
て

良
い
の
は
足
跡
だ
け
！
」

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く

学
習
さ
せ
て
頂
き
良
い
思

い
出
を
残
し
ま
し
ょ
う
♪

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

アミガサタケの仲間  花
 か りん

梨の花が散る頃に発生

ハルシメジ（シメジモドキ）の仲間
関
かんさい

西蒲
た ん ぽ ぽ

公英が花開く頃に発生

ベニタケの仲間
緑の草地や苔地に発生

が
春
を
告
げ
る
ア
ミ
ガ
サ

タ
ケ
の
仲
間
で
す
。
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
は
チ
ャ
コ
ー

ル
グ
レ
ー
の
頭
が
尖
っ
た

編
み
笠
に
白
っ
ぽ
い
柄
が

目
立
つ
ト
ガ
リ
ア
ミ
ガ
サ

タ
ケ
・
尖
り
編
み
笠
茸
で

す
。
早
春
か
ら
春
本
番
へ

気
温
の
上
昇
に
従
っ
て
編

み
笠
の
部
分
が
ベ
ー
ジ
ュ

色
の
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
・
編

み
笠
茸
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
目
立

ち
ま
せ
ん
が
苑
内
の
草
地

に
発
生
し
ま
す
。

同
じ
く
草
地
に
出
る
ハ

ラ
タ
ケ
・
原
茸
は
成
熟
す

る
と
カ
サ
の
裏
の
ヒ
ダ
が

薄
い
ピ
ン
ク
色
か
ら
次
第

に
ベ
ー
ジ
ュ
か
ら
ブ
ラ
ウ

ン
、
最
後
に
は
黒
褐
色
へ

と
変
色
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

で
売
っ
て
い
る
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
仲
間
で
す
。時
々

苑
内
の
芝
生
地
に
フ
ェ
ア

リ
ー
リ
ン
グ（
妖
精
の
輪
）

と
呼
ば
れ
る
円（
菌
輪
）を

描
い
て
発
生
し
ま
す
。

紅
色
を
し
た
可
憐
な
き

の
こ
ニ
オ
イ
コ
ベ
ニ
タ

限
定
」
の
き
の
こ
は
こ
の

時
期
を
逃
す
と
観
ら
れ
ま

せ
ん
。

そ
の
代
表
的
な
き
の
こ

を
出
し
て
い
ま
す
。
春
夏

秋
冬
一
年
中
観
察
で
き
る

種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
春

し
か
発
生
し
な
い
「
季
節

「
春
一
番
」
が
苑
内
に

吹
く
頃
、
御
苑
の
草
地
に

は
既
に
春
を
呼
ぶ
「
早
春

の
き
の
こ
」
が
可
愛
い
顔

春
の
自
然
教
室

「
き
の
こ
」
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

佐
野
　
修
治

ケ
・
匂
い
小
紅
茸
は
手
に

と
っ
て
匂
い
を
嗅
ぐ
と
カ

ブ
ト
ム
シ
臭
が
し
ま
す
。

同
じ
紅
茸
の
仲
間
で
ド
ク

ベ
ニ
タ
ケ
・
毒
紅
茸
、
カ

ワ
リ
ハ
ツ
・
変
り
初
な
ど

も
草
地
や
苔
地
に
顔
を
出

し
始
め
ま
す
。

春
の
木
、
椿
の
花
が
咲

く
頃
に
樹
下
の
落
ち
葉
を

静
か
に
掻
き
分
け
る
と
、

フ
ワ
～
と
白
い
煙
が
立
ち

上
が
り
ま
す
。
ツ
バ
キ
キ

ン
カ
ク
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
・

椿
菌
核
茶
碗
茸
の
胞
子
が

飛
ん
だ
の
で
す
。
昨
年
落

下
し
た
花
の
花
序
か
ら
発

生
す
る
直
径
三
㍉
～
十
五

㍉
程
度
の
小
さ
な
お
碗
型

の
き
の
こ
で
す
。

ま
た
、
苑
内
の
貴
重
な

関
西
タ
ン
ポ
ポ
が
花
開
く

頃
、
バ
ラ
科
の
樹
下
に
は

ハ
ル
シ
メ
ジ
・
春
占
地

（
シ
メ
ジ
モ
ド
キ
・
湿
地

擬
）
の
仲
間
が
緑
の
草
む

ら
に
隠
れ
て
成
長
し
て
い

ま
す
。
十
数
年
前
は
大
量

に
出
て
い
ま
し
た
が
近
年

は
確
認
さ
え
困
難
な
発
生

量
で
す
。

そ
し
て
、「
冬
虫
夏
草
」

の
一
種
オ
オ
セ
ミ
タ
ケ
・

大
蝉
茸
も
春
を
待
っ
て
成

長
す
る
き
の
こ
で
、
ア
ブ

ラ
ゼ
ミ
や
ク
マ
ゼ
ミ
な
ど

の
幼
虫
が
生
息
す
る
環
境

ポ
イ
ン
ト
を
注
意
深
く
観

察
す
れ
ば
運
良
く
発
見
出

来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

一
九
九
三
年
十
一
月

十
四
日
に
発
見
し
た
オ
オ


